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資料－１ 調査団員・氏名 
 

基本設計調査団 団員リスト 

氏名 担当 所属 

竹内 博史 総括、計画管理 国際協力事業団 無償資金協力部 業務第一課 

大栗 久雄 業務主任／給水計画 日本技術開発株式会社 

前野 伸一 水理地質１／深井戸技術 日本技術開発株式会社 

細岡 光弘 水理地質２／物理探査 日本技術開発株式会社 

角谷 晃 施設及び機材計画 日本技術開発株式会社 

五十嵐 勝行 井戸仕様・コスト分析 日本技術開発株式会社 

土橋 信生 社会環境／運営・維持管理 日本技術開発株式会社 

工藤 健一 積算／調達計画 日本技術開発株式会社 

横川 憲男 仏語通訳 日本技術開発株式会社 

 

基本設計概要説明調査団 団員リスト 

氏名 担当 所属 

竹内 博史 総括、計画管理 国際協力事業団 無償資金協力部 業務第一課 

大栗 久雄 業務主任／給水計画 日本技術開発株式会社 

前野 伸一 水理地質１／深井戸技術 日本技術開発株式会社 

五十嵐 勝行 井戸仕様・コスト分析 日本技術開発株式会社 

横川 憲男 仏語通訳 日本技術開発株式会社 
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資料－２ 調査行程 
 

                  基本設計調査団 日程表（１） 

日順 月日(2003) 曜 調 査 内 容 調査場所・移動等 

1 3月 9日 日 
官側（竹内団長）、コンサル団員 5名（大栗，前野、角谷，土
橋、横川）出国 

AF275  12:50発 

パリ着 17:20 

2 3月 10日 月 官側、コンサル団員 5名パリ出発、ニアメ着 
AF774  11:00発 

ニアメ着 16:20着 

3 3月 11日 火 水利･環境･砂漠化対策省（MHE/LCD）表敬、協議 ニアメ 

MHE/LCDと協議、議事録署名 

官側とコンサル計 3名マラディへ移動 
マラディ 

4 3月 12日 水 

コンサル団員 3名 ニアメにて資料収集 ニアメ 

官側とコンサル計 3名ザンデールに移動  

午後ザンデール地方水利局と協議 
ザンデール 

5 3月 13日 木 

コンサル団員 情報収集 ニアメ 

官側とコンサル計 3名水利局と協議  

午後過去の事例見学 
ザンデール 

コンサル団員 3名情報収集 ニアメ 
6 3月 14日 金 

コンサル団員 3名（五十嵐、細岡、工藤）日本出国 AF275 12:50発 

官側とコンサル 水利局と協議 

午後現場見学 マラディに出発 
マラディ 

コンサル団員 3名情報収集 ニアメ 
7 3月 15日 土 

コンサル団員 3名パリ出発、ニアメ着 ニアメ 

官側とコンサル 3名ニアメに移動 ニアメ 
8 3月 16日 日 

コンサル団員 6名情報収集 ニアメ 

9 3月 17日 月 MHE/LCDと協議、テクニカルメモ署名 ニアメ 

MHE/LCDと協議、再委託業者と協議 ニアメ 
10 3月 18日 火 

官側 1名パリに移動（17日夜半） AF773  0:40発 

コンサル団員 5名ザンデールに移動 

(角谷、五十嵐土橋，細岡、工藤） 
ザンデール 

11 3月 19日 水 
コンサル団員 3名現地再委託業者と協議、 

午後マラディに移動（大栗、前野、横川） 

 

マラディ 

12 3月 20日 木 コンサル団員 3名ザンデールに移動 水利局と協議 ザンデール 

13 3月 21日 金 作業準備 ザンデール 

14 3月 22日 土 電気探査、村落社会調査 ザンデール 

15 3月 23日 日 電気探査、水利既存施設の調査 ザンデール 

16 3月 24日 月 
Mirriah郡水利支局と協議、DANIDAの聞き取り調査、電気探
査、水利既存施設の調査、社会環境調査 

ザンデール 

17 3月 25日 火 
水利局と協議、保健局表敬、電気探査 

水利既存施設の調査、社会環境調査 
ザンデール 

18 3月 26日 水 
Mirriah郡長表敬、保健局と協議、電気探査、 

社会環境調査 
ザンデール 

19 3月 27日 木 

World Vision 聞き取り、 

ニジェール水供給会社（SEEN）聞き取り、電気探査、 

社会環境調査、既存水利施設の調査、 

ザンデール 

20 3月 28日 金 
水利局と協議、電気探査、社会環境調査、 

既存水利施設の調査 
ザンデール 

21 3月 29日 土 電気探査、社会環境調査、既存水利施設の調査 ザンデール 
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基本設計調査団 日程表（２） 

22 3月 30日 日 団内協議 ザンデール 

23 3月 31日 月 電気探査、社会環境調査、既存水利施設の調査 ザンデール 

AQUADEV 聞き取り、社会環境調査、 

既存水利施設の調査、電気探査 
ザンデール 

24 4月 1日 火 

業務主任マラディに移動 マラディ 

Démié（NGO）聞き取り、社会環境調査、既存水利施設の調
査、電気探査 

ザンデール 
25 4月 2日 水 

業務主任ニアメに移動 ニアメ 

中国掘削会社聞き取り、水利局と協議、 

社会環境調査、既存水利施設の調査、電気探査 
ザンデール 

26 4月 3日 木 
業務主任、MHE/LCDとの協議、 

情報収集 
ニアメ 

水利局と協議、社会環境調査、既存水利施設の調査、電気探
査 

ザンデール 
27 4月 4日 金 

業務主任 UNICEF聞き取り、情報収集 ニアメ 

社会環境調査、既存水利施設の調査、電気探査 ザンデール 

28 4月 5日 土 団員 3名ニアメに移動（前野、角谷、工藤） 

業務主任ニアメ大で水質関係打合せ、情報収集 
ニアメ 

社会環境調査、電気探査 ザンデール 
29 ４月 6日 日 

団員 4名団内協議 ニアメ 

社会環境調査、電気探査 ザンデール 

30 4月 7日 月 団名 4名ニジェール水供給会社（SPEN）聞き取り、 

情報収集 
ニアメ 

保健局聞き取り、社会環境調査、電気探査 ザンデール 
31 4月 8日 火 

団員 4名地下水開発公社（OFEDS）との協議、情報収集 ニアメ 

保健局聞き取り、社会環境調査、電気探査 ザンデール 

32 4月 9日 水 団員３名情報収集 

団員１名（前野）ザンデールに移動 
ニアメ 

水利局と協議、AQUADEV聞き取り 

社会環境調査、電気探査 
ザンデール 

33 4月 10日 木 業務主任 Global 2000、ｷﾞﾆｱｳｫｰﾑ撲滅対策委員会と協議 

団員３名情報収集 
ニアメ 

資料整理 ザンデール 
34 4月 11日 金 

団員 3名情報収集 ニアメ 

団員 5名ニアメへ移動 ニアメ 
35 4月 12日 土 

団員 3名情報収集 ニアメ 

36 4月 13日 日 団内協議 ニアメ 

37 4月 14日 月 
MHE/LCD表敬、資料整理 

ニアメ出発、パリに移動 

AF773 11：40発 

06：00着 

38 4月 15日 火 パリ出発、東京に移動 AF 276 13:45発 

39 4月 16日 水 成田着 08：00成田着 

MHE/LCD：水利･環境･砂漠化対策省 
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基本設計概要説明調査団 日程表 

日順 月日(2003) 曜 調 査 内 容 調査場所・移動等 

1 7月 13日 日 
コンサル団員４名（大栗，前野、五十嵐、横川）出国、パリ
着 

AF275 12:05発 

ﾊﾟﾘ  17:20着 

2 7月 14日 月 コンサル団員４名、パリを立ってニアメ到着 
AF770 11:00発 

ニアメ  15:30着  

3 7月 15日 火 MHE/LCD表敬・協議、関連機関協議、 ニアメ 

4 7月 16日 水 
MHE/LCD協議 

官側入国 
ニアメ 

5 7月 17日 木 MHE/LCD協議 ニアメ 

6 7月 18日 金 議事録署名、官側出国 ニアメ 

7 7月 19日 土 コンサル団員ザンデールに移動 ザンデール 

8 7月 20日 日 
コンサル団員ザンデール地方水利局表敬・協議 

現地調査 
ザンデール 

9 7月 21日 月 現地調査 ザンデール 

10 7月 22日 火 
コンサル団員ザンデール地方水利局協議 

現地調査 
ザンデール 

11 7月 23日 水 コンサル団員４名ニアメに移動 ニアメ 

12 7月 24日 木 MHE/LCD協議、関連機関協議 ニアメ 

13 7月 25日 金 コンサル団員４名、パリに向けニアメ出発 AF773 23:40発 

14 7月 26日 土 
パリ着、東京に向けてパリ出発 ﾊﾟﾘ   6:00着 

AF276 13:15発    

15 7月 27日 日 成田着 成田   7:50着  
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資料－３ 関係者（面会者）リスト 
 

基本設計調査団 面会者リスト 

所属 氏名 役職 

Ministère de l'Hydraulique, de l'Environnement, et de la lutte contre la Désertification 
水利･環境･砂漠化対策省 

M. Ousseini Salifou Secréraire Général 
次官 

M. Ibrahim Malam 
Issoufou 

Directeur d'Inventaires et Gestion des 
Ouvrages Hydraulique (DIGOH) 
水利施設管理局 局長 

M. Rabiou Hachirou Directeur adjoint de Direction des 
Etudes et de la Programmations 
調査計画局 次長 

M. Abdelkader 
Dodo 

Directeur Ressources en Eau 
水資源局局長 

M. Abdourhamane 
Daouda 

Chef de Division Hydraulique , 
Direction des Ressources en Eau 
水資源局 水利課長 

M. Ibrahim Boube Inspecteur Général de Service 
検査官 

M. Gaoh Issoufou 
Nayamma 

Chef division superstructures Hygiéne 
et Assainissement, DTN/AEP 
新規工事・飲料水施設局  
衛生・下水施設課長 

Ministère 
本省 

M. Abdou 
Moumouni Mousa 

Chef Division Hydrogéologie, 
Direction des Réssources en Eau 
水資源局 水理地質課長 

M. Ousmane 
Boukari 

Directeur 
局長 

Direction Departementale de 
l'Hydraulique de Zinder 
ザンデール地方水利局 M. Issa Abdoulaye Directeur adjoint 

次長 

 

Services d'arrondissement de 
l'hydrquriaue de Mirriah, Zinder 
ミリア郡水利課 

M. Harouna Mato Chef de Service 
課長 

Ministère de la Santé Publique et de la lutte 
contre les endémies 
公共保健・風土病対策省 

M. Sadi Moussa  Coodinateur National du Programme 
Eradication de Ver de Guinee 
ギニアウォーム撲滅国家計画コー
ディネーター 

Dr. Siddo Moumouni 
Daouda 

Directeur 
局長 

M. Laual Kiari Chef de division financier 
事務経理課長 

M. Oumarou Brah Coordinateur du Programme 
Eradication de Ver de Guineeギニア
ウォーム撲滅対策コーディネータ
ー 

M .Maman Soffo   
Oumarou 

Expert de l'assainissemen, Service 
hygiène 
衛生課衛生浄化担当、専門家 

Direction départementale de la santé 
publique et de la lutte contre les endémies de 
Zinder  
ザンデール地方公共保健・風土病対策局 

M. Kader Aba Agi  Coordinateur adjoint du Programme 
Eradication de Ver de Guinee 
ギニアウォーム撲滅対策コーディ
ネーター補佐 

Sous-préfecture de Mirriah  
ミリア郡庁 

M. Hamadi 
Amadou      

Sous-Préfet 
ミリア郡長 
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所属 氏名 役職 

Sociéte d'exploitation des eaux du Niger 
(SEEN)                            
ニジェール水供給会社 

M. Guero Chaibou 
 

Directeur de la allimantation d'eau 
給水部長 

Sociéte de patrimoine des Eau du Niger 
(SPEN)  
ニジェール水資産会社 

M. Ali Oumar Dan  
   Sorbo 

Directeur de la palanification et des 
Investissements 
計画、投資部長 

M. Ouma Amadou Directeur  
労働基準局監督官 

Direction de travail 
労働局 

M. Maman umarou Directeur Adjoint 
監督官補佐 

Direction de la Météologie Nationale  
気象局 

M. Labo Moussa  Directeur de la météo 
気象部長 

Centre National d'Energie Solaire 
国立ソーラーエネルギーセンター 

M. Aboudoussalam 
Ba 

Directeur Général  
所長 

Universite du NIger 
ニジェール大学  

M. Gibo Garba  Déparrtement de Géologie 
地質学部長 

M. Moufou Ahfouri Directeur administratif et financier 
総務経理部長 

M. Aboudou 
Hahaman  

Directeur technique  
技術部長 

OFFEDES 
地下水公社 

M. Chuibrm Issa 
 

Directeur regional Niamey 
ニアメ地域圏部長 

UNICEF 
ユニセフ 

M. Ousseini Mai Service eradication Ver de Guinee  
ギニアワ－ム撲滅課 

M. Lane 
Kwao-Sarbah 

Directrice Nationale 
ニジェール代表 

World Vision 

M. Herman Schall Directeur World Vision Zone de 
Zinder 
ザンデール地域長 

Global 2000 Niger 
Centre Carter 

M. Mohamed 
Salissou Kane 

Secrétaire 
事務長 

AQUADEV 
（ベルギー国 NGO） 

M. Salifou IBRA Coordinateur 
コーディネーター 

Mme.Inge Schou Social Anthropologist 
社会人類学者 

DANIDA (Danish International 
Development Agency) 
Rural) デンマーク国際開発局 M. karl Aage 

Jergensen 
Membre 
局員 

ADDR (Appui Danois au Développement 
Rural) Cellule de coordination  
デンマーク農村開発支援 コーディネー
ション室 

Mme.Isabell Grignon Chef 
室長 

M. Sahabi Ahamed  Directeur 
代表 

Démié  (Développement pour mieux-etre) 
（ニジェール国 NGO） 

M. Agali Mamoud Social Anthropologist, Coordinateur 
pour animation 
社会学担当 啓蒙感化部門コーデ
ィネーター  

Unité de Construction de Matériel Agricole 
(UCOMA) 
農業器具建設ユニット 

M. Moutari Abdou 
 

Directeur 
所長 

朝日 紀樹 事務所長 JOCV /JICAニジェール駐在員事務所 

宮沢 直樹 調整員 
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基本設計概要説明 面会者リスト 
所属 氏名 役職 

Ministère de l'Hydraulique, de l'Environnement, et de la lutte contre la Désertification 
水利･環境･砂漠化対策省 

M. Ousseini Salifou Secréraire Général 
次官 

M. Ibrahim Malam 
Issoufou 

Directeur d'Inventaires et Gestion des 
Ouvrages Hydraulique (DIGOH) 
水利施設管理局 局長 

M. Azara Malam 
Sully 

Directeur de Direction des Etudes et 
de la Programmations 
調査計画局 局長 

M. Garba Radji Directeur de Direction des Ressources 
en Eau 
水資源局 局長 

M. Ibrahim Boube Inspecteur Général de Service 
検査官 

Ministère 
本省 

M. Gaoh Issoufou 
Nayamma 

Directeur de Direction des Travaux 
Neufs et d'Alimentation en Eau 
Potable (DTN/AEP) 
新規工事・飲料水施設局 局長 

M. Ousmane 
Boukari 

Directeur  
局長 

Direction Departementale de 
l'Hydraulique de Zinder 
ザンデール地方水利局 M. Issa Abdoulaye Directeur Adjoint 

次長 

 

Services d'arrondissement de 
l'hydrquriaue de Mirriah, Zinder 
ミリア郡水利課 

M. Harouna Mato Chef 
ミリア郡水利課課長 

Ministère de la Santé Publique et de la lutte 
contre les endémies, Programme national 
d'Eradication du Ver de Guinée 
公共保健・風土病予防省 ギニアウォー
ム撲滅国家計画 

M. Goubokoye 
Mayaki Boubacar  

Technicien Sanitaire 
保健技師 

Ministère de l'Equipement et de 
l'Amenagement du Territoire 
Direction du Laboratoire National des 
Travaux Publics et du bâtiment 
設備・国土整備省 公共事業・建築物国
家研究所 

Mme. Abba Adama 
Bako 

Directrice du Laboratoire National 
des Travaux Publics et du Bâtiment 
公共事業・建築物国家研究所 所
長 

Mme. Jennifer 
Peterson 

Conseiller de Coopération 
開発支援調整官 

Mme. Anna Horner Assistante Projet de l'USAID 
USAIDプロジェクト 補佐 

Ambassade des Etats-Unis d'Amérique 
アメリカ大使館 

M. John Furlon Conseiller Scientifique 
技術顧問 

笹館 孝一 主席駐在員 

高原 敏竜 企画調整員 

JOCV /JICAニジェール駐在員事務所 

宮沢 直樹 調整員 
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基本設計調査協議議事録 和訳 

ニジェール共和国 

第２次ザンデール地方ギニア・ウォーム撲滅対策飲料水供給計画 

le Projet d'approvisionnement en eau potable en vue de l'éradication du ver de Guinée 

dans la région de Zinder ( Phase II) 

en République du Niger 

 

ニジェール国（以下 Nigerという）からの要請に基づいて、日本政府は、｢le Projet d'arpporovisionnement en 

eau potable en vue de l'éradication du ver de Guinée dans la région de Zinder (Phase II)｣（以下、計画という）に

関する基本設計調査の実施を決定し、その実施を国際協力事業団（以下ＪＩＣＡという）に委託した。 

 

ＪＩＣＡは、ＪＩＣＡ無償資金協力部業務第１課竹内博史を団長とする基本設計調査団（以下、調査団

という）を 3月 10日から 4月 14日まで、Nigerに派遣した。 

 

調査団は、Niger政府関係者と協議するとともに、対象地域において現地調査を実施した。 

協議および現地調査の結果、双方は付属書に記述された主要事項について確認した。本調査団は調査を

継続し、基本設計調査報告書を取りまとめる予定である。 

 
2003年 3月 12日 Niameyにて 

 

 

（署名）         （署名） 

竹内 博史 
日本国 
国際協力事業団 
基本設計調査団長 

 Ousseini Salifou 
Niger国 
水利･環境･砂漠化対策省 
次官 
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付属書 

 

１． 計画の目的 

本計画は、給水施設建設、機材供与によって、Niger 国 Zinder 県における給水環境を改善し、ギニ

アウォーム症などの水因性疾患患者を減少させ、もって当該地区の生活環境の改善を図るものであ

る。 

 

２． 計画対象地域 

双方の協議の結果、両者は、水の供給の条件が Zinder県でもっとも厳しい、Mirriah郡で調査を行う

こととした。双方は付属書 annexe-2 に記載されている 101 の地点を A ランクと位置付け、次いで

41地点を Bとし、基本計画に従い、然るべく工事を行うための調査を行う。この調査の対象となっ

ている最終地点は、Zinder で収集可能な、幾つかのドナーにより建設された井戸施設情報、地元民

の要請などを勘案して決定される。対象地区の選定について協議すべき点は、後述の 8-1、8-2に示

す通りである。 

 

３． 責任機関と実施機関 

1) 責任機関 

Ministère de l'Hydraulique, de l'Environnement et de la Lutte contre la Désertification. 

2) 実施機関 

Direction Départementale de l'Hydraulique de Zinder 

 

４． Niger側の要請内容 

協議の結果、Niger側は Annexe-2にて掲げる項目について要請状を提出した。JICAは、要請状の妥

当性を、現地調査、日本での分析に基づいて調査し、無償資金協力として適切と判断した場合、日

本国政府にその承認を推薦する。本計画の機材の品目・仕様・数量については、今後の分析を基に、

本計画についての日本政府の予算を考慮して決定される。 

 

５． 日本の無償資金協力について 

1) Niger側は、調査団が説明した Annexe-5の日本の無償資金協力の仕組みを充分理解した。 

2) 日本政府が無償資金協力を許可する場合、Niger 側は計画の円滑なる実施のために Annexe-6 で

掲げる必要経費の負担を約束する。 

 

６． 調査の予定 

1) 本調査団は、引き続き 2003年 4月 14日まで調査を継続する。この中で、Zinder県の給水事情、

水理地質条件、機器調達条件、他ドナーの状況、過去に実施された無償資金協力案件のレビュ

ー等の調査を実施する。 

2) JICAは基本設計調査概要書を作成し、2003年 6月頃に基本設計概要説明のため調査団を派遣し、

Niger側に基本設計の説明を行い、Niger側が対応すべき準備について確認する。 

3) Niger 側が、基本設計概要書に対して基本的に合意した場合、JICA は基本設計調査報告書を作
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成し、これを 2003年 9月頃 Niger側に発送する。 

 

７． 免税処置 

Niger側は、計画の活動（基本設計調査から実施に至るまで）に掛かる付加価値税を免税とすること

を確約する。 

 

８． その他の協議事項 

8-1 調査対象の選定に関する協議 

 Niger政府の要請は 80個所のレベル-1（人力ポンプ付き）、10個所のレベル-2小規模給水(蛇口まで

の給水システム）であったが、添付の村落リストでは、217 村落となっている。調査団は、Niger 側

に下記の方針で述べられている如く、安全な水を供給することによりギニアウォーム等の水因性疾患

を防止するために調査を開始すること、Annexe-2にて掲げられている対象サイトで業務を実施する方

法について説明した。 

Niger側はこれに合意した。 

 

1) 調査はギニアウォーム症発生の多いMirriah郡に焦点を合わせて行う。 

2) レベル-2 の対象地区については、充分な地下水量が必要であることから、調査団は管理委員会

がすでに組織化されている場所を対象とする。 

しかし、必要条件に照らして除外されたサイトについては、レベル-1としての調査を実施する。 

 

8-2 調査方法についての協議 

  調査団は、水理地質、電気探査、社会環境、井戸位置に関する物理的な可能性、村落における現在

の給水状況、水管理委員会設置の確実性、村民の要望の項目について詳細調査を行う。その上で、

調査団は深井戸のサイトについて水理地質、社会環境、施設の維持管理を考慮の上日本国政府に提

案する旨、Niger側に説明した。その提案の結果については、6-2で示した通り、基本設計概要説明

時に、Niger側に説明する。これらの業務方法について、Niger側は了解した。 

 

8-3 給水システム 

調査団は、Niger側に、人口が 3,000人以上の全ての村には水管理委員会を設置し、水販売代金が正

しく管理されることが必要であることを強調した。 

ソーラー・システムについて、Niger側は、国内で設置されている 150カ所について大きな問題は起

きていないことを説明した。 

調査団は、日本がソーラー用機器の供給に関する問題に直面していることを説明し、今回の計画に

含めることは難しいと説明した。 

しかし、調査団は、このシステムが正しく稼働するための条件調査を行う。 

 

8-4 以前の無償資金協力案件、および他のドナーにより実施された調査の検証 

  調査団は、日本の無償資金協力の枠内で、出来る限り廉価で品質の高い施設を建設することを説明

した。そのために他の村落での深井戸や給水システムの維持管理の状況について、過去の日本の無
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償資金協力や、他の開発パートナーの経験を調査する。調査団はこの調査について、Niger側に協力

を要請した。 

  Niger側はこの調査目的を良く理解し、必要な協力を約束した。 

 

8-5 技術協力について 

  Niger側は、施設建設後のよりよい維持管理について、村民を組織する重要性を認め、深井戸の維持

管理システムを設置するために必要な啓蒙に関するソフトコンポーネント（技術支援）を要望した。

調査団は、これを行うためには、これに関係する国、県、村落などの役割を明確化し、施設の工事

完了までに、維持基金を創るための管理委員会を設立する必要があることを説明した。調査団はさ

まざまの組織に対する必要な啓蒙をソフトコンポーネントにより支援することを承諾した。 

  双方は来るべき調査期間中に、現在の啓蒙活動のシステムを明確化することについて合意し、Niger

側は、管理委員会を設立の上最適なソフトコンポーネント支援を調査協議する。 

 

8-6 井戸の管理 

  調査団は、Niger側に、受益者が正しく施設を利用するために、定期的な管理を行う必要があること

を説明し、Niger側はこれを了解した。両者は、今回の調査中に、将来施設の調査を行うためのチェ

ック・リストを作成することに合意した。 

 

Annexe 1     計画対象地域 

Annexe 2     計画対象サイト一覧 

Annexe 3     Niger側からの要請 

Annexe 4     Niger 側関係組織図 

Annexe 5     日本の無償資金協力の仕組み 

Annexe 6     Niger側の行うべき事柄 
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テクニカル・メモ 

 

このメモは、日本調査団と Niger 側とで合意した議事録の内容を補うもので、これから行う調査内

容を説明している。 
 

１． 調査対象村落について 

調査団とザンデール地方水利局は、協議議事録の Annexe 2に基づき、Zinder県における調査につい

ての協議を行った。Niger側は、調査団に対して、Zinder地方保健局と共同で作成したギニアウォー

ム症村落リストを手渡した。このリストは今日においてもその病害に苦しむ村落を示すものである。

水利局は、これらの近代的な給水施設を緊急に必要とする村落をリスト（Annexe 2）に書き加える

様に要望した。両者は、次の基準により村落の選定を行うこととした。 
 

1) 調査は Mirriah郡とする。 

2) 近代的な給水施設が無いために、あるいは人口の割合に比して施設の数が不充分なため、飲料

に適さない水を利用している村落 

3) 地方水利局及び地方保健局から汚染地区に指定された村落 

 

２． 普及啓蒙活動について 

両者は、井戸建設後の継続的な普及啓蒙活動は、Niger 側が実施することを確認した。また同時に、

普及啓蒙活動は、建設実施の当初から、一貫して検討することが必要なことも確認した。調査団は、

啓蒙活動の実施方法について、関連する局と密接な連携の下に、その体制を検討する。 
 

2003年 3月 17日 

                                 ニアメにて作成 

 
 

（署名）                        （署名）   

竹内 博史                      Boube IBRAHIMA 

調査団長                       Niger国 

国際協力事業団                    水利･環境･砂漠化対策省 
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